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理事会・評議員会開催
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本
会
の
理
事
会
・
評
議
員
会
が
、
去
る
一
月
三
十

一
日
午
後
三
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
平
成
十
三
年
度
の
事
業
計

画
案
や
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
た
。

評

議

員

会

議
長
に
横
山
敏
明
師
、
議
事
録
署
名
人
に
、
松
本

眞
岳
、
島
田
喜
久
の
両
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

議
案
第
一
号
「
理
事
変
更
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
件
」

横
山
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号
「
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

議
案
第
三
号
「
平
成
十
三
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

横
山
議
長
よ
り
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
二
議
案

を
一
括
し
て
上
程
。
吉
橋
総
務
部
長
が
平
成
十
三
年

度
事
業
計
画
案
を
説
明
、
続
い
て
倉
澤
財
務
部
長
が

平
成
十
三
年
度
収
支
予
算
案
を
詳
細
に
説
明
、
質
疑

応
答
の
後
、
両
議
案
と
も
原
案
に
賛
成
の
意
見
が
表

明
さ
れ
た
。

理

事

会

北
條
理
事
長
を
議
長
に
、
議
事
録
署
名
人
に
、
大

塚
惠
章
、
近
藤
真
道
の
両
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ

た
。議

案
第
一
号
「
常
務
理
事
変
更
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件
」

北
條
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号
「
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

議
案
第
三
号
「
平
成
十
三
年
度
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

北
條
議
長
よ
り
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
二
議
案

を
一
括
し
て
上
程
。
吉
橋
総
務
部
長
が
平
成
十
三
年

度
事
業
計
画
案
を
説
明
、
続
い
て
倉
澤
財
務
部
長
が

平
成
十
三
年
度
収
支
予
算
案
を
詳
細
に
説
明
、
質
疑

応
答
の
後
、
両
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

議
案
の
審
議
終
了
後
、
以
下
の
件
に
つ
い
て
評
議

員
会
・
理
事
会
に
報
告
が
行
わ
れ
た
。

�
第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
バ
ン
コ
ク

大
会
に
つ
い
て

吉
橋
総
務
部
長
が
昨
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
同

大
会
の
概
要
と
大
谷
暢
顯
本
会
会
長
を
団
長
と
し
た

大
会
参
加
旅
行
に
つ
い
て
報
告
、
引
き
続
き
櫻
井
国

際
文
化
部
長
が
会
議
に
つ
い
て
報
告
。

�
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
現
況
報
告

青
地
敬
水
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
保
護
の
指
導
に
沿
っ
た
マ

ヤ
堂
復
元
の
設
計
の
進
捗
状
況
と
発
掘
に
伴
う
考
古

学
調
査
報
告
書
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

�
加
盟
団
体
報
告

・
新
潟
県
仏
教
会
の
中
村
啓
識
会
長
、
春
日
浩
三
副

会
長
よ
り
本
年
十
月
に
開
催
す
る
第
三
十
八
回
全
日

本
仏
教
徒
会
議
新
潟
大
会
（
開
催
地
・
長
岡
市
）
の

開
催
要
項
案
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
。

・
岐
阜
県
仏
教
会
の
加
納
博
司
本
会
理
事
よ
り
青
少

年
問
題
や
凶
悪
事
件
の
増
大
に
鑑
み
「
こ
こ
ろ
の

日
」
を
設
け
て
心
豊
か
な
社
会
を
作
る
運
動
を
推
進

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催東京グランドホテルで開催された理事会・評議員会

全 仏
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し
て
い
る
岐
阜
県
仏
教
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

�
事
務
総
局
各
部
報
告

・
同
和
推
進
部
長
よ
り
今
年
が
同
宗
連
結
成
二
十
周

年
に
あ
た
り
記
念
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

・
社
会
部
長
よ
り
昨
年
十
二
月
に
築
地
本
願
寺
別
院

で
開
催
し
た
教
化
セ
ミ
ナ
ー
「
い
ま
、
仏
教
と
医
療

を
考
え
る
」
と
三
月
下
旬
に
開
催
予
定
の
「
仏
教
と

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。

・
国
際
文
化
部
長
よ
り
本
会
が
作
成
し
た
新
花
祭
り

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

・
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
一
月
二
十
六
日
に
発
生
し

た
イ
ン
ド
西
部
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
を
中
心
と
し
た
大

地
震
に
対
し
、
百
万
円
程
度
の
義
捐
金
を
拠
出
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。

新
年
懇
親
会

午
後
五
時
半
か
ら
、
同
じ
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

を
会
場
に
恒
例
の
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大

谷
暢
顯
会
長
、
北
條
成
之
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て

来
賓
の
組
坂
繁
之
部
落
解
放
同
盟
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
白
井
慈
勲
副

会
長
の
発
声
で
乾
杯
を
行
い
、
暫
し
の
間
、
約
二
百

人
の
出
席
者
に
よ
る
、
和
や
か
な
懇
親
の
夕
べ
と
な

っ
た
。
新
年
懇
親
会
の
彩
り
に
、
清
興
と
し
て
、
三

遊
亭
右
紋
師
匠
の
新
作
落
語
、
翁
家
喜
楽
・
喜
乃
親

子
に
よ
る
大
神
楽
曲
芸
、
真
打
ち
春
風
亭
小
柳
枝
師

匠
の
古
典
落
語
等
を
楽
し
ん
だ
後
、
中
村
啓
識
副
会

長
の
挨
拶
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

懇親会で祝辞を述べる大谷暢顯会長（左）
（左より続いて白井副会長、中村副会長、北條理事長、組坂部落解放同盟委員長）

春風亭小柳枝師匠

花
ま
つ
り
新
ポ
ス
タ
ー
完
成

本
会
が
毎
年
頒
布
し
て
お
り
ま
す
、
花
ま
つ
り
の

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
完
成
し
ま
し
た
。

価
格
は
従
来
通
り
、
一
枚
百
円
で
、
送
料
は
実
費
ご

負
担
下
さ
い（
着
払
）。
お
申
し
込
み
は
五
枚
以
上
で
、

本
会
事
務
総
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
―
三
四
三
七
―

三
二
六
〇
）
あ
る
い
は
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
旧
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
も
在
庫
が
ご
ざ
い
ま
す
。

申
込
時
新
旧
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

本
会
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
和
英
併
記
）

ご
希
望
の
方
は
本
会
事
務
総
局
（
電
話
○
三
―
三
四

三
七
―
九
二
七
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成

（たて５９４�×よこ４２０�）

２００１年３月１日
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世
界
仏
教
徒
連
盟
の
創
立
五
十
周
年
を
記
念

し
て
、
第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議

お
よ
び
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
（
仏
教
青
年
会
）
会
議
が
同

連
盟
本
部
の
あ
る
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
の
タ
ー
ラ

・
ホ
テ
ル
で
、
十
二
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で

の
一
週
間
に
わ
た
り
、「
仏
教
と
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ
の
下
、
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
世
界
十
九
カ
国
か
ら
加

盟
六
十
四
団
体
、
約
五
百
名
の
代
表
お
よ
び
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
が
参
集
し
、
わ
が
国
唯
一
の
加
盟

団
体
で
あ
る
全
日
本
仏
教
会
か
ら
は
、
大
谷
暢

顯
会
長
（
真
宗
大
谷
派
門
首
）
以
下
六
十
余
名
、

お
よ
び
全
日
本
仏
教
青
年
会
代
表
が
参
加
し
た
。

十
二
月
五
日
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長
は
じ

め
同
連
盟
執
行
委
員
と
わ
が
国
か
ら
の
参
加
者

が
一
堂
に
会
し
て
合
同
晩
餐
会
を
バ
ン
コ
ク
市

内
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ク
イ
ー
ン
ズ
パ
ー
ク
・
ホ

テ
ル
で
行
い
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
た
。

六
日
、
市
内
の
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
場
に
お

い
て
開
会
式
が
行
わ
れ
、
タ
イ
国
首
相
臨
席
の

下
開
会
宣
言
が
な
さ
れ
、
各
国
元
首
の
祝
辞
と

共
に
大
谷
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
同
日
か
ら

七
日
に
か
け
て
、
主
会
議
場
で
あ
る
タ
ー
ラ
・

ホ
テ
ル
で
総
会
お
よ
び
全
体
会
議
が
行
わ
れ
、

新
加
盟
団
体
へ
の
証
書
授
与
や
各
加
盟
団
体
の

祝
辞
、
経
過
報
告
が
な
さ
れ
た
。

八
日
、
同
所
に
於
い
て
会
議
参
加
者
は
、
九

分
科
会
に
別
れ
て
前
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
会
議
以
来
、
直
面
す
る
各
種
問
題
を
討
議
し
、

釈
尊
の
生
誕
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
事
業
に
つ
い

て
ネ
パ
ー
ル
側
の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、
夕
刻

か
ら
迎
賓
館
で
行
わ
れ
た
タ
イ
国
首
相
主
催
の

歓
迎
晩
餐
会
に
臨
ん
だ
。

九
日
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
会
議
場
に
お

い
て
、
タ
イ
国
教
育
相
お
よ
び
同
国
僧
伽
最
長

老
猊
下
の
臨
席
の
下
、
世
界
仏
教
徒
大
学
の
開

学
式
が
開
催
さ
れ
、
引
き
続
き
「
現
代
お
よ
び

未
来
へ
挑
戦
す
る
世
界
仏
教
徒
大
学
の
使
命
と

役
割
」
と
題
す
る
基
調
講
演
が
ス
リ
ラ
ン
カ
国

連
大
使
グ
ル
ゲ
閣
下
お
よ
び
タ
イ
国
王
立
研
究

機
関
元
事
務
総
長
チ
ョ
ン
プ
ラ
サ
ー
氏
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
夕
刻
か
ら
は
隣
接
す
る
ベ
ン
チ

ャ
ス
リ
公
園
の
野
外
湖
畔
会
場
に
て
同
仏
教
徒

会
議
の
閉
会
式
お
よ
び
歓
送
会
が
行
わ
れ
、
次

期
大
会
開
催
地
マ
レ
ー
シ
ア
の
代
表
へ
大
会
旗

を
引
き
渡
し
し
、
各
国
か
ら
の
舞
踊
や
歌
唱
の

余
興
が
披
露
さ
れ
た
。

十
日
、
同
公
園
特
設
会
場
に
て
参
加
比
丘
へ

の
記
念
品
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
、
バ

ン
コ
ク
市
郊
外
に
あ
る
二
十
五
万
人
収
容
の
広

大
な
ダ
ル
マ
カ
ー
ヤ
寺
院
に
移
動
し
、
約
三
万

人
参
集
し
た
同
信
徒
と
の
交
歓
会
に
臨
ん
だ
。

十
一
日
に
す
べ
て
の
会
議
が
終
了
し
、
大
会

参
加
者
は
一
週
間
に
わ
た
る
主
催
国
の
歓
待
と

盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
感
慨
を
胸
に
秘
め

て
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

世
界
仏
教
徒
連
盟
が
今
か
ら
五
十
年
前
の
一

九
五
〇
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
創
立
さ
れ
て
第
一

回
会
議
開
催
以
来
、
隔
年
お
き
に
世
界
各
国
で

開
か
れ
、
わ
が
国
で
も
一
九
五
二
年
お
よ
び
七

八
年
の
二
回
に
わ
た
り
東
京
と
京
都
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
会
議
で
特
筆
す
べ
き
こ
と

は
、
こ
の
バ
ン
コ
ク
会
議
は
世
界
仏
教
徒
連
盟

の
創
立
五
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
同
本
部

所
在
地
タ
イ
国
で
は
仏
教
が
国
教
で
も
あ
り
、

本
部
の
威
信
に
か
け
て
も
同
会
議
を
盛
大
に
、

且
つ
意
義
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
い
う
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
会
議
期
間
中
は
、
現
国
王
の
七
十
二

歳
の
誕
生
日
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
街
の
至

る
所
に
満
艦
飾
の
電
飾
に
輝
く
国
王
の
肖
像
画

が
掲
げ
ら
れ
、
祝
祭
気
分
が
高
揚
し
た
週
間
で

も
あ
り
、
各
国
か
ら
の
参
加
者
は
、
仏
教
と
仏

教
徒
で
あ
る
国
王
へ
の
国
民
の
尊
崇
振
り
を
直

接
肌
に
感
じ
る
貴
重
な
経
験
を
得
た
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

私
個
人
の
感
想
と
し
て
は
、
二
年
に
一
度
、

世
界
各
国
の
仏
教
徒
が
一
堂
に
会
し
て
お
互
い

の
親
善
と
情
報
交
換
を
す
る
と
い
う
会
議
の
イ

ベ
ン
ト
的
意
義
や
価
値
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

今
回
は
二
十
世
紀
最
後
の
総
括
と
、
来
る
二
十

一
世
紀
を
展
望
す
る
特
に
記
念
す
べ
き
年
で
も

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
タ
イ
国
政
府
の
援
助
に
よ
っ
て
、

国
連
大
学
と
同
様
な
趣
旨
の
世
界
仏
教
徒
大
学

が
開
学
し
て
、
そ
の
施
設
が
既
に
皇
居
に
匹
敵

す
る
広
大
な
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
景
勝
地
ブ
ッ
ダ

モ
ン
ト
ー
ン
公
園
内
に
設
立
さ
れ
、
ま
た
、
草

の
根
的
に
大
衆
の
力
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
ダ

ル
マ
カ
ー
ヤ
寺
院
で
は
、
毎
日
曜
日
に
数
十
万

タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
で
第
二
十
一
回
世
界
仏
教
徒
会
議
開
か
る

タ
ー
ラ
・
ホ
テ
ル
で
の
全
体
会
議

全
日
本
仏
教
会
国
際
委
員
会
委
員
長

�
�

�
�

次
回
は
平
成
十
四
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催

各
国
か
ら
参
加
し
た
代
表
団

全 仏

－４－

２００１年３月１日
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の
僧
俗
仏
教
徒
が
一
堂
に
会
し
て
礼
拝
す
る
と

い
う
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

世
界
的
に
混
迷
の
時
代
に
あ
っ
て
、
仏
教
国

タ
イ
で
は
、
二
十
一
世
紀
は
「
今
こ
そ
仏
教
の

出
番
」
と
世
界
に
向
け
て
積
極
的
に
活
動
、
発

信
す
る
、
こ
の
よ
う
な
時
代
を
先
取
り
す
る
試

み
や
敬
虔
な
仏
教
徒
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
新
し
い
時
代
の
黎
明
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た

次
第
で
あ
る
。

全
日
本
仏
教
会
の
呼
び
か
け
の
、
第
二
十
一

回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
参
加
代
表
団

六
十
余
名
が
十
二
月
五
日
、
成
田
空
港
に
於
て

結
団
式
を
行
っ
た
。
今
回
の
会
議
は
当
初
ス
リ

ラ
ン
カ
で
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
同
国
内

の
治
安
が
心
配
さ
れ
、
急
遽
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

午
前
十
時
三
十
分
発
Ｔ
Ｇ
六
四
一
便
は
航
路

順
調
に
、
十
八
時
三
十
分
バ
ン
コ
ク
空
港
に
到

着
、
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
バ
ン
コ
ク
の
気
温
は

摂
氏
三
十
度
と
報
じ
て
い
た
。
バ
ン
コ
ク
市
内

の
交
通
渋
滞
は
世
界
一
と
の
定
評
が
あ
る
が
、

高
速
道
路
が
市
内
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
予
想

外
に
早
く
�
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
ク
ィ
ー
ン
ズ
パ

ー
ク
ホ
テ
ル
�
に
到
着
し
た
。

今
夜
は
こ
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
全
仏
主
催

で
Ｗ
Ｆ
Ｂ
関
係
の
代
表
者
を
招
い
て
の
交
歓
パ

ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
る
。
会
場
は
南
国
ム
ー
ド

に
あ
ふ
れ
た
ガ
ー
デ
ン
・
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
設

営
さ
れ
た
。
御
招
待
し
た
Ｗ
Ｆ
Ｂ
会
長
や
、
各

国
代
表
執
行
委
員
方
は
翌
日
に
控
え
た
開
会
式

準
備
で
多
忙
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
数
出
席
下
さ

れ
た
。

日
本
代
表
団
全
員
と
共
に
有
意
義
な
懇
親
会

の
夕
べ
が
催
さ
れ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
来
賓

の
方
は
な
に
か
と
我
々
に
話
し
か
け
て
こ
ら
れ

る
が
、
何
せ
日
本
人
の
英
語
下
手
で
、
精
一
杯

片
言
の
英
語
で
努
力
す
る
が
、
後
は
ニ
コ
ニ
コ

外
交
で
あ
る
。
か
っ
て
昭
和
五
十
二
年
に
世
界

仏
教
徒
会
議
を
日
本
で
開
催
し
た
が
、
や
は
り

言
葉
の
障
害
を
痛
感
し
て
全
仏
で
は
�
仏
英

研
�
を
発
足
さ
せ
た
が
長
続
き
し
な
か
っ
た
。

翌
日
午
後
二
時
か
ら
市
内
の
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
世
界
十
九
ヶ
国
、
加
盟

六
十
四
団
体
の
代
表
で
会
場
は
埋
め
尽
く
さ
れ

て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
会
長
、
タ
イ
国
首
相
、
各
国
元
首
の

祝
辞
と
共
に
、
全
日
本
仏
教
会
、
大
谷
暢
顯
会

長
（
真
宗
大
谷
派
門
首
）
が
壇
上
に
立
た
れ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

実
質
、
会
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
七
日
か
ら

十
一
日
ま
で
が
分
科
会
や
全
体
会
議
、
さ
ら
に

は
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
事
業
に
つ
い
て
の
ネ
パ
ー

ル
代
表
の
経
過
報
告
等
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
会
議
に
は
日
本
側
代
表
と
し
て
松
濤

弘
道
全
仏
国
際
委
員
会
委
員
長
、
櫻
井
国
際
文

化
部
長
、
入
西
同
次
長
が
、
そ
し
て
私
、
西
村

は
九
日
ま
で
参
加
し
た
。

代
表
団
は
吉
橋
総
務
部
長
の
他
、
事
務
総
局

員
の
引
率
の
下
、
七
日
か
ら
九
日
迄
の
間
、
チ

ェ
ン
マ
イ
は
プ
ラ
シ
ン
寺
院
、
花
園
寺
院
、
ス

コ
ー
タ
イ
は
ス
リ
チ
ェ
ム
寺
院
、
プ
ラ
パ
イ
ア

ン
寺
院
等
の
巡
拝
や
、
遺
跡
観
光
、
さ
ら
に
は

メ
オ
族
村
、
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
プ
を
歴

巡
し
て
、
十
日
に
無
事
帰
国
の
途
に
就
い
た
。

西
村
事
務
総
長（
左
）・
松
濤
委
員
長

世
界
仏
教
徒
会
議
の

参
加
報
告

事
務
総
長

�
�

�
�

ス
コ
ー
タ
イ
・
ワ
ッ
ト
サ
ー
シ
ー
寺
院
を

参
拝
す
る
全
日
本
仏
教
会
代
表
団

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
主
催

「
最
先
端
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
動
向

と
仏
教
界
究
極
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と

は
！
」

…
寺
院
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
有
効
活

用
事
例
紹
介
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
な
ん

で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
…

日
時
…
三
月
二
十
七
日
（
火
）

十
一
時
〜
十
六
時

基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

十
三
時
〜
十
五
時

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
よ
ろ
ず
相
談
コ
ー
ナ
ー

十
一
時
〜
十
六
時

場
所
…
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
よ
り
徒
歩
十
分
、

南
口
よ
り
送
迎
バ
ス
あ
り

電
話
○
七
五
―
三
四
一
―
一
一
二
一

基
調
講
演

小
栗
宏
次
氏

（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）

お
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

〒
一
○
五
―
○
○
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

明
照
会
館
二
階

電

話
○
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
○

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
:/w
w
w
.jtvan.co.jp/

〜jbf

Ｅ
メ
ー
ル

jbf@
opal.fam

ille.ne.jp

公

開

セ

ミ

ナ

ー

２００１年３月１日

－５－

全 仏
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謹
啓

余
寒
の
候
、
貴
台
益
々
御
清
栄
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

釈
尊
の
御
生
誕
地
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
王
国
ル

ン
ビ
ニ
ー
園
内
の
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に
あ
た
っ

て
は
、
平
素
よ
り
御
支
援
御
指
導
い
た
だ
き
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
今
か
ら
二
十
余
年
前
の
一

九
七
八
年
に
開
催
さ
れ
た
第
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世

界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
に
お
い
て
、
荒
廃
し

て
い
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
復
興
に
協
力
す
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
八

年
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
（
Ｌ
Ｄ
Ｔ
）

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
大
き
く
繁
茂
し
た
菩
提

樹
の
根
に
よ
り
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
マ

ヤ
堂
の
修
復
事
業
が
本
会
の
手
に
よ
り
開
始
さ

れ
た
こ
と
を
御
記
憶
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
厳

し
い
気
候
風
土
や
不
安
定
な
政
治
経
済
情
勢
を

持
ち
、
国
民
性
の
全
く
異
な
る
遠
隔
の
地
ネ
パ

ー
ル
王
国
で
、
本
会
は
加
盟
の
諸
宗
派
・
都
道

府
県
仏
教
会
・
諸
団
体
、
全
国
の
仏
教
徒
か
ら

の
約
二
億
五
千
万
円
の
貴
重
な
浄
財
を
元
に
、

長
年
に
渡
り
こ
の
困
難
な
大
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

御
承
知
の
通
り
、
マ
ヤ
堂
修
復
に
あ
た
っ
て

の
事
前
の
考
古
学
調
査
は
一
九
九
六
年
に
終
了

し
、
一
九
九
七
年
に
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
は
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
本
会
は
遺
跡
・
遺
物
の
整
理
返
還
と
考

古
学
調
査
報
告
書
本
編
の
発
行
に
向
け
た
作
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
マ
ヤ
堂
修
復
設

計
案
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
世
界
文
化
遺
産

保
護
の
見
地
に
立
つ
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
を
も
と

に
、
Ｌ
Ｄ
Ｔ
に
よ
る
作
成
作
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
作
業
完
了
後
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
判
断
を

仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今

日
ま
で
の
本
事
業
の
経
過
及
び
収
支
等
に
つ
い

て
の
現
況
は
理
事
会
に
御
報
告
を
し
て
い
た
通

り
で
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
に
お
け
る
事
業
資

金
の
残
余
は
ご
く
僅
少
で
あ
る
の
が
現
状
で
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
、
近
い
将
来
マ
ヤ
堂
修
復
設

計
案
が
決
定
し
、
本
格
的
な
建
築
作
業
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
は
更
な
る
資
金
と
時
間
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
何
卒
そ
の
点
を
御
理
解
い
た
だ

き
、
引
き
続
い
て
の
御
支
援
御
指
導
を
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
そ

の
節
は
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
の
仏
教
徒
に
よ
る
釈
尊
へ
の
報
恩
行
た

る
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
完
遂
の
た
め
、
今
後
と

も
末
永
く
ご
援
助
い
た
だ
き
た
く
、
い
ず
れ
改

め
て
お
願
い
し
た
く
存
じ
ま
す
。

合
掌

平
成
十
三
年

二
月
三
日

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

理
事
長

北
條
成
之

事
務
総
長

西
村
輝
成

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

委
員
長

青
地
敬
水

副
委
員
長

本
間
孝
康

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の

御

報

告

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
事
務
連
絡
会
議

一
月
二
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館

会
議
室
で
、
青
地
敬
水
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委

員
長
、
本
間
孝
康
同
副
委
員
長
、
建
築
家
熊
谷

義
信
氏
、
西
村
事
務
総
長
、
櫻
井
国
際
文
化
部

長
、
入
西
同
次
長
出
席
の
も
と
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

委
員
会
事
務
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
二
月
七
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
で
開
催

さ
れ
る
運
営
委
員
会
（
ネ
パ
ー
ル
側
と
本
会
で

構
成
・
マ
ヤ
堂
の
修
復
方
針
を
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
）
へ
の
参
加
方
針
を
協
議
し
た
。

そ
し
て
、
マ
ヤ
堂
修
復
方
針
の
確
定
の
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
に
対
し
提
出
す
る
設
計
案
や
、
遺
跡

の
状
況
・
環
境
に
関
す
る
付
帯
書
類
を
一
日
も

早
く
完
成
さ
せ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
判
定
を
あ
お
ぐ

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
会
議
に
臨
む
こ
と
を
確

認
し
た
。

ま
た
、
運
営
委
員
会
に
は
青
地
委
員
長
、
考

古
学
者
上
坂
悟
氏
、
建
築
家
熊
谷
義
信
氏
、
櫻

井
国
際
文
化
部
長
、
入
西
同
次
長
の
五
名
を
参

加
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

※

※

※

な
お
、
上
記
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復

事
業
の
御
報
告
」
を
二
月
三
日
付
で
、
各
加
盟

団
体
、
前
回
寄
付
協
力
者
宛
に
送
付
し
た
。

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

十
二
月
二
十
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館

会
議
室
で
、
第
八
回
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
し
て
協
議
の
結
果
、年
度
末
の
三
月
中（
三

月
二
十
七
日
火
曜
日
）
に
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
主

催
（
於
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
）
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
各
宗
派
の
実
務
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
で
調
査
・
集
計
し
、
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
日

本
語
ド
メ
イ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
住

所
）
の
取
得
状
況
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
。

事
務
局
来
訪
者

十
二
月
十
五
日
、
本
会
事
務
総
局
に
イ
ン
ド

人
民
党
全
国
執
行
委
員
会
委
員

K
.N
.G
ov-

ingacharya

氏
が
、
外
務
省
関
係
者
と
来
訪
。

西
村
事
務
総
長
ら
と
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
と

社
会
と
の
関
わ
り
、
宗
教
団
体
と
政
党
と
の
関

係
等
に
つ
い
て
懇
談
を
行
っ
た
。

ま
た
、
一
月
十
七
日
、L

um
bini

D
evel-

opm
ent

C
ouncil

メ
ン
バ
ー
のR

atna

M
an
Sakya

氏
が
事
務
総
局
を
来
訪
。
ル

ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
復
興
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

事
務
総
局
と
意
見
を
交
換
し
た
。

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
毎
月
第
二
、
第
四

木
曜
日
の
午
後
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
本
会
事
務
総
局
（
○
三
―
三

四
三
七
―
九
二
七
五
）
へ
事
前
予

約
の
上
お
い
で
下
さ
い
。

法
律
相
談
室

全 仏
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一
月
十
七
日
、
震
災
か
ら
六
年
目
を
迎
え
た
神
戸

を
中
心
に
、
七
回
忌
法
要
な
ど
多
く
の
追
悼
行
事
が

営
ま
れ
た
。

財
団
創
立
四
十
周
年
の
際
、
本
会
が
追
悼
碑
を
建

立
し
た
須
磨
寺
で
は
、
午
前
十
時
よ
り
小
池
弘
三
貫

首
を
導
師
に
し
め
や
か
に
追
悼
法
要
が
行
わ
れ
た
。

本
会
か
ら
は
渡
邊
社
会
部
長
、
壽
山
同
次
長
が
参
列

し
た
。
同
寺
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
侶
出
仕
に
よ
る
砂

曼
荼
羅
法
要
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

午
後
二
時
か
ら
、
兵
庫
県
仏
教
会
主
催
に
よ
る
追

悼
法
会
が
兵
庫
県
私
学
会
館
で
行
わ
れ
、
法
要
の
後
、

被
災
者
で
も
あ
る
大
村
昆
氏
が
「
い
ま
、
幸
せ
で
っ

か
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

ま
た
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
は
、
午
前
九
時
に
長

田
区
の
Ｊ
Ｒ
鷹
取
駅
か
ら
兵
庫
区
の
中
道
公
園
迄
、

被
災
地
を
二
時
間
を
か
け
て
追
悼
行
脚
を
行
い
、
中

道
公
園
で
は
、
午
前
九
時
か
ら
各
宗
派
の
青
年
僧
が

地
元
の
人
々
と
共
に
追
悼
法
要
を
行
っ
た
。
正
午
か

ら
は
金
峯
山
青
年
僧
の
会
の
修
験
者
が
採
灯
護
摩
供

を
行
い
、
二
時
か
ら
同
所
で
の
神
戸
市
仏
教
連
合
会

に
よ
る
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。

ま
た
高
野
山
真
言
宗
青
年
教
師
会
は
、
高
野
山
奥

の
院
の
、
不
滅
の
法
灯
「
貧
女
の
一
灯
」
を
採
火
し
、

神
戸
ま
で
徒
歩
で
行
脚
。
そ
の
火
を
分
灯
し
、
各
地

の
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
巡
礼
を
行
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
多
く
の
本
会
加
盟
団
体
が
、
本
山
や

各
地
の
別
院
な
ど
で
法
要
を
行
い
、
改
め
て
犠
牲
者

に
追
悼
の
意
を
表
し
た
。

十
二
月
十
二
日
、
九
段
会
館
を
会
場
に
、
東
京
都

仏
教
連
合
会
主
催
に
よ
る
成
道
会
の
集
い
が
開
催
さ

れ
た
。
本
会
か
ら
櫻
井
国
際
文
化
部
長
が
出
席
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
、
川
澄
祐
勝
東
京
都
仏
教
連
合
会

会
長
を
導
師
に
釈
尊
報
謝
の
読
経
が
行
わ
れ
、
三
帰

依
文
を
唱
和
。
続
く
第
一
部
で
は
中
国
留
学
生
に
よ

る
、
中
国
民
族
楽
器
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
た

お
や
か
な
調
べ
に
参
加
者
は
感
銘
を
受
け
て
い
た
。

最
後
に
、
野
末
陳
平
氏
が
「
逆
転
時
代
の
家
族
づ

き
あ
い
…
少
子
高
齢
社
会
の
年
金
と
税
金
の
ゆ
く
え

…
」
と
題
し
講
演
を
行
い
盛
会
で
あ
っ
た
。

十
二
月
十
四
日
、
赤
坂
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル
で
、
大

蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
支
援
募
金
会
発
足
記
念
講
演

会
「
日
本
文
化
と
大
蔵
経
」
が
行
わ
れ
た
。
本
会
か

ら
櫻
井
国
際
文
化
部
長
が
出
席
し
た
。

初
め
に
、
仏
教
思
想
家
の
ひ
ろ
さ
ち
や
氏
が
、「
日

本
人
と
宗
教
」
と
題
し
、
続
い
て
梅
原
猛
氏
が
「
大

蔵
経
と
法
然
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

主
催
の（
財
）仏
教
学
術
振
興
会
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
支
援
募
金
会
で
は
、
仏
教
各
宗
派
を
は
じ
め

広
く
一
般
に
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
八
十
五
巻
の

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
無
料
公
開
事
業
推
進
の
為
の
財
政
支
援
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

事
務
局
・
連
絡
先

〒
一
一
一
―
○
○
三
六

東
京
都
台
東
区
松
が
谷
四
―
ニ
―
六

ハ
イ
コ
ー
ポ
松
が
谷
八
○
五
号
室

電
話

○
三
―
三
八
四
一
―
四
三
九
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
三
―
三
八
四
一
―
四
四
○
五

E- m
ail
okada- kei@

m
uc.biglobe.ne.jp

阪
神
・
淡
路
大
震
災
七
回
忌
追
悼
行
事

兵庫県仏教会
阪神・淡路大
震災七回忌追
悼法会

全日本仏教青
年会、金峰山
青年僧の会採
灯護摩供法要

須磨寺
阪神・淡路
大震災七回
忌追悼法要

東
京
都
仏
教
連
合
会
成
道
会

大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
支
援
募
金
会

発
足
記
念
講
演
会

２００１年３月１日
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十
二
月
十
三
日
午
後
二
時
か
ら
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
京
都
で
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

三
帰
依
文
唱
和
に
続
い
て
、
北
條
理
事
長
を
議
長

に
、
白
幡
憲
佑
・
細
川
景
一
の
両
師
を
議
事
録
署
名

人
に
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

議
案
第
一
号
「
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）

・
収
支
予
算
（
案
）
の
大
綱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
件
」

北
條
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
総
務
部
長
が
事
業
計

画
案
に
つ
い
て
、
続
い
て
倉
澤
財
務
部
長
が
収
支
予

算
案
つ
い
て
説
明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

�
第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
バ
ン
コ

ク
大
会
に
つ
い
て

吉
橋
総
務
部
長
と
櫻
井
国
際
文
化
部
長
よ
り
十
二

月
初
旬
に
開
催
さ
れ
た
同
大
会
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
創
立
五
十

周
年
式
典
・
全
体
会
議
・
分
科
会
議
・
世
界
仏
教
徒

大
学
開
校
式
と
大
谷
暢
顯
会
長
を
団
長
と
し
た
参
加

旅
行
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。

次
回
開
催
地
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
決
定
さ
れ
た
。

�
事
務
総
局
各
部
報
告

各
担
当
部
長
よ
り
、
報
告
さ
れ
た
。

第
三
十
五
回
大
阪
府
佛
教
徒
大
会
が
、
十
一
月
十

五
日
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
を

会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
、
音
楽
法
要
が
厳
修
さ
れ
た

後
、
増
田
貞
圓
大
阪
府
佛
教
会
会
長
の
挨
拶
、
府
佛

会
員
住
職
の
在
任
三
十
年
表
彰
、
来
賓
祝
辞
と
続
い

た
。第

二
部
は
、「
宗
教
と
教
育
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
�
、
少
年

法
改
正
案
論
議
を
機
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
谷
川
秀
善
・

参
議
院
自
由
民
主
党
副
幹
事
長
、
川
崎
泰
資
・
椙
山

女
学
園
大
学
教
授
、
平
岡
龍
人
学
校
法
人
清
風
学
園

専
務
理
事
が
、
ま
た
増
田
貞
圓
・
大
阪
府
佛
教
会
会

長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
、
青
少
年
犯
罪

の
増
大
と
凶
悪
化
・
低
年
齢
化
の
問
題
に
対
し
て
、

国
会
で
審
議
さ
れ
た
少
年
法
の
改
正
論
議
に
つ
い
て

真
剣
に
討
議
さ
れ
た
。

―
一
月
―

九
日

局
内
会
議

十
一
日

法
律
相
談
室

十
二
日

埼
玉
県
佛
教
会
新
年
会
出
席

二
十
日

日
宗
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
十
四
日

局
内
会
議

二
十
六
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
事
務
連
絡
会
議

二
十
九
〜
三
十
日

同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会

三
十
一
日

評
議
員
会
・
理
事
会
・
新
年
懇
親
会

―
二
月
―

六
日

茨
城
県
仏
教
会
実
務
研
修
会
出
講

八
日

戒
名（
法
名
）リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会

法
律
相
談
室

十
三
日

同
和
委
員
会

十
四
日

大
本
山
増
上
寺
法
主
本
葬
儀
参
列

日
宗
連
理
事
会

十
六
日

局
内
会
議

二
十
二
日

法
律
相
談
室

二
十
三
日

全
日
本
仏
教
青
年
会
大
会
出
席

藤
堂
恭
俊
師

十
二
月
十
四
日
遷
化

八
十
二
歳

浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
法
主

高
山
宥
進
師
（
全
仏
元
評
議
員
）

一
月
二
十
二
日
遷
化

八
十
二
歳

元
真
言
宗
豊
山
派
集
議

田
中
亮
三
師
（
全
仏
元
常
務
理
事
）

一
月
二
十
七
日
遷
化

八
十
九
歳

元
曹
洞
宗
宗
務
総
長

友
松
諦
道
師
（
全
仏
元
事
務
総
長
）

一
月
二
十
八
日
遷
化

八
十
一
歳

浄
土
宗
神
田
寺
住
職

真
理
舎
主
管

常
務
理
事
会
開
催

大
阪
府
佛
教
徒
大
会

二
〇
〇
一
年
三
月
一
日
発
行

三
月
号

第
四
六
六
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

哀

悼

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

全日本仏教会ホームページ http://www.jtvan.co.jp/～jbf
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